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手術後骨欠損部組織の免疫組織学的観察
　手術後 1 週目では、HMGB1 陽性部は骨欠損部にみ
られた。HIF1 は新生骨形成部の骨芽細胞および骨欠
損部に陽性部がみられた（写真２a、2b）。手術後 2 週
目には、HMGB1 は骨欠損部および新生骨周囲骨膜に
みられたが、HIF-1 の陽性部はみられなかった。手術
後 4 週目には、HMGB1 の陽性部分は新生骨形成部の
一部にのみみられた。HIF-1 の陽性部は認めなかった。

［考　察］

　本研究の結果から、ADSCs は骨形成細胞に分化す
る能力を有していること、および静脈内投与を行った
ADSCs は骨創部に集まることが明らかとなった。し
かし、静脈内投与を行った ADSCs が骨創治癒部に集
蔟する機構については未知な部分が多く、これらが骨
創治癒部に集まる機構について明らかにする必要と考

えた。われわれは、静脈内投与を行った ADSCs が骨
創治癒部に集まる機構は、創傷治癒部への骨髄由来
幹細胞が遊走する機構が関与しているのではないか
と仮説を立て、High mobility group protein 1(HMGB-1)

と PDGF- α陽性培養細胞の関連性、および Hypoxia 

Inducible Factor-1（HIF-1）の関与した SDF-1/CXCR4
陽性細胞の関連性について検討を行った。
　HMGB1 は多彩な作用を有するタンパク質である。
最近、HMGB1 は組織修復において炎症を抑制し、骨
髄から組織再生に必要な幹細胞の動員に関与している
ことが知られている。HMGB1 は組織損傷が生じると
局所から分泌され、骨髄から PDGF- α陽性細胞を動
員し損傷部に遊走させる作用に関与していることが報
告されている。本研究結果では ADSCs は PDGF- α陽
性培養細胞であること、骨創において HMGB1 が発現
していたことから骨創治癒部に ADSCs を集合させる

写真 1　ADSCs の免疫組織化学染色

写真２　手術後 1 週目（ADSCs 静脈内投与後４日目）の免疫組織化学染色

写真２a　矢印は HMGB1 陽性部をしめす。
骨および骨膜には陽性部はみられ
なかった。NB : 新生骨

写真２B　新生骨形成部の骨芽細胞（矢頭）
および骨欠損部（矢印）に HIF1α
陽性部がみられた。NB : 新生骨

写真 1a　矢印は CXCR4 陽性の ADSCs を
示す

写真 1b　矢印は PDGF- α陽性の ADSCs
を示す
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